
　　　今、大人気の絵本作家　長谷川義史さんの絵本ライブを奈良市でも開催できたらと、
　絵本に関心のある子を持つ若いパパ、ママに実行委員として幅広く参加を呼び掛けています。

★ 会場は？
★ 費用の捻出は？
★ 多くの方々に参加してもらうには？特に若い方々に参加してもらうには？
★ 参加してよかったと思ってもらうライブにするための準備は？
★ なにより私たちが楽しむためには？

第 2回実行委員会：10 月 17 日（水）10:00 より　

奈良県女性センター２F活動支援室にて　

実行委員会ではこんなことを相談します

　　長谷川義史さんの絵本から感じるもの。
　　それは・・・「子どもは宝」！
　　「命は宝」にあふれた絵本だからかな。

一番大切で当たり前のこの事が、そうではなくなってきて
いると思うのは私だけでしょうか？

子育てやいきづらい世の中につぶされそうになりがちな私
達に長谷川さんの絵本は温かい人間賛歌が伝わってきます。

「まあええやん」の精神でできた絵本
　　　「いいから  いいから」
命の誕生を楽しく描いた絵本「おへそのあな」
３人の子育て奮闘中、大変な時期の 1 歳から
３歳は「親にとって一番のご褒美みたいなも
の。できるかぎり接しとかんともったいない」
とのメッセージは、子育てで悩むお母さん、
お父さんを励ましてくれます。

こんな絵本もあります。
　　　「へいわってすてきだね」
2013 年６月、沖縄戦戦没者を追悼する式典で
６歳の安里有生（ゆうき）君が朗読した詩に
絵をつけて生まれた絵本です。

絵本ライブが奈良 （葛城と生駒） でも大盛況。 特に子育て中の若いお母さんや子どもたちの参加が多い。 なぜ？　　

長谷川さんにとって「平和」は当た
り前の事。
「平穏でいたい。誰からも強制された
くない。みんな平和であってほしい
に決まっています。楽しいことや笑
顔になることを届ければ・心が通い、
相手になりかわって想像したりして、
平和の思いにつながっていく気がし
ています」と述べられています。

問い合わせ；090-9885-9756（佐川）、0742-46-0352（石田）、090-1442-1827（木村）


